
自
ら
が
樂
み
』
．
ピ
p
σ
9
首
窪
く
。
［
二
℃
鼠
脇
｝
で
め
っ
た
の
で

わ
る
。

　
（
一
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団
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言
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星
］
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。
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℃
♂
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℃
・
一
ま
・

一）

潤
ャ
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9
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掴掬

嵭
ﾌ
土
憂
動
の
意
義文

學
博
士

石
　
橋

五
　
郎

　
　
　
　
昭
　
　
’

　
千
九
百
十
九
年
六
月
二
十
入
日
、
ヅ
エ
ル
テ
イ
ユ
宮
殿

に
似
て
結
ば
れ
た
る
講
和
條
約
に
依
り
て
、
濁
逸
は
其
本

國
に
於
て
約
三
萬
八
千
方
哩
の
版
圖
ご
、
其
全
殖
民
地
一

百
萬
幽
翠
を
失
び
、
濁
世
領
土
は
將
に
大
な
る
躍
動
を
來

さ
ん
ご
し
て
み
る
。

　
聯
合
國
が
割
譲
に
よ
り
て
、
黒
黒
に
領
土
の
漫
更
を
な

さ
し
め
し
原
因
は
、
猫
逸
の
敗
靭
に
よ
る
こ
ご
勿
論
な
る

が
、
其
愛
動
を
受
け
た
る
個
々
の
地
方
に
就
て
見
れ
ば
、

各
論
理
由
、
意
義
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
る
。
而
し
て
こ

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
猫
逸
領
土
愛
勤
の
意
義

れ
ら
の
意
義
理
由
等
は
、
或
意
味
に
於
て
一
般
領
士
に
封

ず
る
現
代
思
想
を
反
映
す
る
も
の
と
見
ら
る
、
か
ら
、
予

は
薙
に
此
等
に
就
て
、
少
し
く
考
ふ
る
所
を
述
べ
ん
ご
思

ふ
。　

聯
合
國
が
濁
逸
に
與
へ
た
る
條
約
丈
の
第
三
章
『
柑
子

に
於
け
る
政
治
的
條
項
』
中
に
は
、
割
譲
に
よ
る
濁
逸
領

土
の
愛
動
に
就
き
て
の
政
治
的
關
係
を
説
い
て
あ
る
が
、

個
中
に
は
共
割
譲
等
に
よ
る
領
土
墾
化
の
理
由
を
、
稀
に

は
指
摘
し
て
み
る
所
も
あ
る
。
例
令
ば
ザ
ー
ル
河
流
域
及

び
ア
ル
ナ
ス
ロ
ー
レ
ン
の
割
護
に
關
す
る
記
述
の
如
き
は

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
三
一
　
（
三
一
）



　
　
　
第
五
巻
　
研
究
　
蜀
逸
頒
土
墾
動
の
恋
義

そ
れ
で
あ
る
。
併
し
大
腱
に
託
て
、
其
意
義
若
く
は
理
由

に
就
て
は
、
詳
し
く
記
さ
れ
て
み
な
い
か
ら
、
以
下
述
ぶ

る
所
は
、
予
が
條
約
文
を
通
覧
し
て
得
た
る
結
果
で
あ

る
。　

細
筆
が
新
意
想
に
よ
b
て
失
ひ
若
く
は
失
は
ん
こ
し
つ

つ
め
る
地
方
は
、
豊
田
而
H
境
に
於
て
、
ア
ル
晶
ノ
ス
ロ
ー
レ
ン

ザ
ー
ル
川
流
域
ル
ク
セ
ン
ブ
川
ク
・
マ
ル
メ
ヂ
ー
・
モ
レ

子
一
・
オ
イ
ペ
ン
地
方
、
北
境
に
於
て
シ
ユ
レ
ス
ウ
ヰ
ッ

ヒ
、
東
南
境
に
於
て
西
普
魯
西
及
び
ボ
ー
ゼ
ン
、
の
大
部

分
・
単
身
魯
西
・
シ
レ
ジ
ア
の
一
部
・
並
に
メ
早
老
川
地
方

で
あ
る
Q
而
し
て
こ
の
割
談
せ
ら
れ
た
る
地
方
内
に
於
て

束
普
魯
西
の
一
部
分
ぞ
」
グ
ソ
チ
ッ
ヒ
地
方
ご
は
、
孤
立
し

て
濁
逸
領
土
ご
し
て
残
存
す
る
こ
ご
を
許
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
如
斯
く
濁
逸
が
其
本
属
の
四
境
に
果
て
、
領
土
上
の

大
礎
動
を
う
け
し
理
由
、
井
に
莫
墾
動
の
有
す
る
意
義
は

一
に
し
て
足
ら
ざ
れ
ざ
も
、
初
は
共
各
地
方
を
瓶
書
し
て

大
要
下
の
如
き
理
由
、
若
く
は
主
義
に
よ
り
て
な
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
第
　
一
旗
　
　
　
三
二
　
（
三
二
）

る
も
の
な
る
こ
ご
を
認
む
る
の
で
あ
る
。

　
　
一
、
民
族
主
義
　
二
、
歴
史
丁
重
主
義
　
三
、
且
由

　
　
交
通
主
義
　
四
、
賠
償
主
義
　
五
、
國
際
聯
盟
主
義

但
し
こ
れ
ら
の
主
義
が
各
地
方
に
適
用
せ
ら
れ
し
事
は
其

一
つ
の
み
で
は
な
く
、
時
あ
っ
て
二
つ
以
上
の
主
義
が
併
．

用
せ
ら
れ
し
こ
ご
あ
る
を
認
む
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
の
民
族
主
義
な
る
も
の
は
、
勿
論
近
世
の
世
界
的

思
潮
で
あ
っ
て
、
毒
煙
同
一
國
内
に
混
濡
せ
ら
れ
て
居
っ

た
諸
種
の
民
族
が
、
互
に
濁
立
し
、
或
は
同
｝
民
族
に
し

て
数
種
の
國
家
内
に
分
割
せ
ら
れ
た
る
も
の
が
、
互
に
結
．

合
せ
ん
こ
す
る
長
郷
は
、
最
近
の
政
治
不
動
ご
し
て
顯
著

な
る
も
の
で
あ
る
が
、
講
和
會
議
に
於
て
こ
の
主
義
が
非

常
に
勢
力
を
得
た
の
は
、
恐
ら
く
は
ウ
ヰ
川
ソ
ソ
の
理
想

に
基
く
こ
ご
が
最
大
で
あ
る
ご
考
ハ
、
る
。

　
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
が
襲
に
米
國
議
會
に
於
て
宣
言
し
た
る
有

名
な
る
十
四
個
條
の
講
和
條
件
の
第
七
條
に
は
、
『
特
別
國

詳
言
豹
を
締
結
し
て
民
族
の
大
小
々
問
は
す
、
均
し
く
政



治
上
の
猫
立
及
び
領
土
の
保
全
を
保
毒
す
る
こ
マ
」
』
こ
い

へ
る
一
項
あ
り
、
故
．
に
講
和
條
約
に
於
て
は
、
出
穂
得
る

限
b
こ
の
理
想
を
實
現
せ
よ
う
ご
試
み
た
る
事
は
翼
然
で

あ
っ
て
、
外
外
濁
逸
領
土
内
に
あ
る
も
其
地
方
は
嘗
て
他

民
族
に
厨
し
現
狂
暴
民
族
中
、
住
民
中
に
多
数
を
占
む
る

地
方
は
こ
れ
を
猫
逸
よ
り
割
』
、
・
莫
民
族
の
氏
家
に
委
ね
た

る
も
の
で
あ
っ
て
、
如
早
き
場
合
は
講
和
條
約
に
潤
て
、

確
定
的
に
之
を
濁
逸
の
割
譲
地
域
ざ
し
て
承
認
せ
し
め
た

も
の
で
あ
る
。
假
命
ば
束
普
魯
西
ボ
ー
ぜ
ソ
地
方
を
濁
逸
・

よ
り
奪
っ
て
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
に
輿
へ
た
る
が
如
き
部
ち
之

で
あ
る
。

　
…
然
る
に
或
地
方
に
側
て
は
、
該
地
方
の
住
民
中
他
民
族

を
混
ず
る
ご
錐
も
、
其
民
族
の
数
遣
し
も
多
数
に
卜
す
、

下
れ
ざ
も
或
は
歴
史
的
開
係
等
に
よ
り
て
、
之
を
共
民
族

に
與
ふ
る
こ
ご
を
可
ご
考
へ
ら
れ
た
る
地
方
に
獲
て
は
、

　
　
　
　
　
　
ブ
レ
ビ
　
シ
ツ
ト

之
を
其
住
民
の
衆
民
投
票
H
、
H
。
一
首
9
c
に
よ
b
て
、
共
所

属
を
決
定
せ
し
め
や
う
こ
す
・
る
の
で
あ
る
。
假
倉
ば
富
戸

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
蜀
逸
領
土
愛
動
の
意
義

魯
西
・
上
部
シ
レ
ジ
ア
地
方
拝
に
シ
ユ
レ
ス
ウ
ヰ
ツ
ヒ
の

如
き
は
則
ち
如
斯
く
に
し
て
、
濁
逸
よ
り
割
譲
せ
ら
れ
ん

こ
し
つ
＼
あ
る
の
で
あ
る
。
之
を
事
實
に
徴
す
る
に
．
上

述
の
驚
歎
魯
西
・
ボ
ー
ぜ
ン
・
単
磁
魯
西
・
シ
レ
ジ
ア
等
は

共
に
嘗
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
了
し
、
現
在
ボ
ー
ラ
ン
ド
人
の

居
住
す
る
こ
ご
多
き
地
方
で
は
あ
る
が
、
共
の
内
西
普
魯

西
に
於
て
は
、
覚
ハ
住
民
百
七
十
萬
中
三
分
一
以
．
上
は
ボ
ー

ラ
ン
ド
人
に
属
し
、
猫
逸
は
鴬
て
墨
入
塔
加
の
晶
々
登
る

を
憾
み
、
此
地
方
に
論
告
人
殖
民
委
員
會
を
設
け
て
、
濁

憶
意
の
移
住
を
奨
画
し
た
程
で
あ
る
し
、
又
、
ボ
ー
ぜ
ン

に
あ
っ
て
は
、
二
百
萬
の
住
民
中
、
百
二
十
萬
は
ボ
ー
ラ

ゾ
ド
人
な
れ
ば
、
此
の
二
地
方
を
割
い
て
直
ち
に
ボ
ー
ラ

ン
ド
に
輿
へ
た
事
は
、
寧
ろ
帯
田
然
で
あ
る
。
然
る
に
束
普

魯
西
は
共
二
百
萬
の
住
民
中
二
十
事
誤
の
ボ
ー
ラ
ン
ド
入

あ
る
に
過
ぎ
す
、
シ
レ
ジ
ア
地
方
は
五
百
三
十
萬
の
住
民

中
、
ポ
ー
ラ
ン
ー
3
人
は
百
二
十
萬
で
あ
る
か
ら
、
之
を
衆

民
投
票
に
任
せ
た
二
こ
も
亦
才
気
で
あ
る
ご
云
は
ね
ば
な

　
　
　
　
　
　
弟
　
一
　
號
　
　
　
三
三
　
（
三
三
）



　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
猫
脚
領
t
墾
動
の
意
義

ら
ぬ
Q
シ
ユ
レ
ス
ウ
ヰ
ッ
ヒ
地
方
が
衆
民
投
票
に
よ
っ
て

単
味
を
決
定
せ
ら
れ
ん
こ
す
る
の
も
亦
之
れ
ご
同
じ
理
由

に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
た
い
こ
、
に
注
意
す
べ
き
は
、
か
の
ア
ル
サ
ス
ロ
ー
レ

ン
の
こ
州
で
あ
る
。
こ
の
二
州
は
勿
論
嘗
て
佛
蘭
西
領
で

あ
っ
た
が
、
千
八
百
七
十
年
濁
逸
領
こ
な
り
し
以
來
、
其

土
着
入
に
し
て
共
地
を
去
b
し
も
の
實
に
五
十
萬
の
多
き

に
及
び
、
其
の
代
り
に
猫
耳
人
四
十
五
蕩
新
に
移
住
し
中

り
、
戦
前
に
於
て
は
其
全
席
民
百
八
十
萬
中
、
佛
語
を
操

る
も
の
縫
に
莫
一
割
に
過
ぎ
ざ
る
状
態
で
あ
っ
た
、
故
に

若
し
民
族
主
義
を
こ
の
地
方
に
あ
て
は
め
ん
ご
せ
ば
、
こ

の
地
方
は
講
和
會
議
に
於
て
猫
逸
委
員
の
主
張
せ
し
贈
り

衆
民
投
票
に
任
す
べ
き
地
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
は
上
述
の
諸
主
義
の
中
の
他
の
ま
義
に
よ
り
て
、

無
月
件
に
て
佛
領
こ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て

　
　
　
ウ

も
こ
の
民
族
主
義
な
る
も
の
は
、
大
唐
講
和
條
約
に
於
て

認
め
ら
れ
た
る
最
大
眞
理
で
あ
る
や
う
で
あ
る
が
、
併
し

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
三
四
　
（
三
四
）

其
認
め
た
主
義
な
る
も
の
は
、
果
し
て
認
め
ら
れ
た
る
民

族
が
悉
く
甘
受
す
る
や
否
や
は
問
題
で
あ
る
。
例
令
ば
東

南
境
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
與
へ
若
く
は
與
へ
ん
ビ
す
る
シ

レ
ジ
ア
等
の
領
土
の
如
き
は
其
一
例
で
あ
る
ざ
信
ず
る
。

　
　
　
　
二

　
猫
逸
領
土
墾
更
の
第
二
義
た
る
、
歴
史
十
重
主
義
は
如

何
ご
云
ふ
に
、
從
來
濁
逸
が
其
芋
蔓
に
於
て
下
せ
し
地
域

中
に
は
、
猫
型
を
し
て
抱
棄
せ
し
め
て
も
差
支
な
く
、
寧

ろ
之
を
批
棄
せ
し
む
る
を
以
て
當
然
ご
す
る
地
方
少
か
ら

す
、
殊
に
普
魯
西
王
國
領
に
於
て
、
共
然
る
を
見
る
の
で

あ
る
。
講
和
會
議
に
於
け
る
聯
合
國
の
主
要
等
は
、
戦
前

の
猫
逸
帝
雌
牛
に
豊
津
西
王
國
に
樹
し
て
は
、
下
の
如
き

見
解
を
有
っ
て
居
っ
た
。
印
ち
即
身
西
王
國
な
る
も
の
は

決
し
て
猫
逸
の
民
族
即
妙
達
よ
り
中
た
り
し
自
然
の
結
果

に
非
す
し
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
公
國
よ
り
、
今
日
の

プ
ロ
シ
ャ
王
國
に
至
る
迄
、
た
や
戦
雫
ご
力
ご
に
よ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
グ
ロ
メ
ラ

四
方
を
攻
略
し
、
器
械
的
に
結
び
付
け
ら
れ
た
る
礫
岩
酌



王
國
で
あ
る
、
故
に
こ
れ
を
古
き
歴
史
に
遡
り
、
其
の
幾

部
分
を
割
譲
せ
し
め
て
、
其
本
学
に
錦
ら
し
む
る
に
於
て

何
の
不
可
あ
ら
ん
や
ざ
云
ふ
に
あ
っ
元
の
で
あ
る
。
さ
れ

ば
第
一
の
民
族
主
義
よ
り
し
て
、
猫
逸
よ
り
割
譲
せ
し
め

し
地
方
は
、
叉
同
時
に
歴
史
奪
重
主
義
の
下
に
、
多
く
は

な
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
者
を
兼
ね
ざ
る
純
歴

史
衝
重
主
義
の
た
め
に
割
田
せ
ら
れ
た
る
地
方
は
、
濁
逸

の
西
境
地
方
で
あ
っ
て
、
其
の
第
一
に
畢
ぐ
べ
き
は
、
ア
ル

テ
ス
ロ
ー
レ
ン
で
あ
る
。
講
和
瓦
燈
第
三
章
仁
は
『
ア
ル

テ
ス
ロ
ー
レ
ン
の
割
護
は
猫
逸
罪
過
の
賠
償
』
に
あ
り
ご

の
語
あ
れ
ざ
も
、
其
眞
理
由
は
疑
も
な
く
歴
史
尊
重
主
義

の
結
果
で
あ
る
。
上
述
の
其
住
民
演
義
語
を
語
る
も
の
其

一
割
に
過
ぎ
ざ
る
に
も
拘
は
ら
す
、
こ
れ
を
研
出
に
割
き

－
－
は
普
佛
戦
陣
以
前
の
状
態
に
鰭
…
ら
し
む
る
こ
い
ふ
歴
史

奪
重
主
義
に
導
く
も
の
で
あ
る
G
現
に
條
約
第
二
章
第
二

十
七
條
に
は
明
ら
か
に
『
割
譲
せ
ら
る
べ
き
境
界
を
千
八

百
七
十
年
七
月
十
八
日
現
在
の
國
境
ざ
す
べ
き
』
事
を
規

　
　
　
第
五
巻
　
　
　
研
　
究
　
　
　
樋
門
領
土
憂
動
の
点
献
祇

試
し
て
居
る
の
を
以
て
見
て
も
知
ら
る
、
の
で
あ
る
。

　
次
ぎ
に
又
ベ
ル
ギ
ー
境
の
諸
割
譲
地
域
も
多
く
は
、
こ

の
歴
史
奪
重
雨
意
よ
り
な
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
帥

は
ち
、
ル
キ
セ
・
ソ
ブ
〃
グ
を
濁
逸
よ
り
離
脱
せ
し
め
た
る

事
は
、
同
國
が
千
八
百
十
四
年
迄
は
ぺ
川
ギ
ー
ご
共
に
、
同

一
租
國
を
形
成
し
て
居
っ
た
爲
め
で
あ
つ
で
、
濁
逸
ご
の

關
係
は
千
八
百
四
十
二
年
、
こ
の
國
が
猫
逸
主
税
同
盟
に

加
入
せ
し
に
よ
り
密
接
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

關
係
に
よ
り
て
束
縛
せ
ら
れ
た
る
政
治
状
態
を
も
、
古
き

歴
吏
に
遡
b
、
こ
れ
を
ベ
ル
ギ
ー
の
利
益
の
爲
め
に
、
濁

逸
よ
り
割
き
衆
民
投
票
に
委
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
又
其
北
部
の
．
マ
ル
メ
ヂ
ー
地
方
は
、
其
東
部
が
千
九
百

十
五
年
以
來
普
領
ε
な
り
し
こ
ε
あ
る
も
、
元
凍
∴
へ
川

越
ー
の
領
地
た
る
事
に
よ
り
て
、
亦
ベ
ル
ギ
ー
の
利
盆
の

た
め
に
之
を
放
棄
せ
ら
れ
た
る
の
で
あ
る
し
、
又
モ
レ
子

一
地
方
は
僅
に
五
、
五
李
方
粁
の
小
逼
域
に
過
ぎ
ざ
れ
ご

も
カ
ド
ミ
ウ
ム
及
亜
鉛
の
粟
酒
あ
り
、
從
黒
猫
自
聞
の
中

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
三
五
　
（
三
五
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
猫
遙
領
土
愛
動
の
意
義

立
地
帯
こ
し
て
設
定
せ
ら
れ
た
る
地
な
る
が
、
千
九
百
〇

五
年
以
來
爾
國
聞
に
係
雫
絶
え
ざ
り
し
か
ば
、
量
れ
亦
古

き
歴
史
的
關
係
を
考
へ
、
其
南
の
オ
イ
ペ
ン
ご
共
に
、
ベ
ル

ギ
ー
の
利
盆
の
爲
め
に
衆
民
投
票
に
委
ね
ら
れ
た
る
も
の

で
あ
る
。
要
す
る
に
こ
の
歴
史
奪
重
主
義
は
幾
分
か
聯
合

國
を
し
て
燭
逸
に
割
譲
を
承
諾
せ
し
む
る
僻
柄
こ
な
っ
た

傾
は
あ
る
が
、
与
し
も
さ
う
で
は
な
い
、
寧
ろ
聯
合
國
が

歴
史
を
．
尊
重
す
る
事
の
結
果
、
こ
の
割
護
地
域
地
方
に
曾

て
燭
逸
領
土
が
窺
存
し
得
た
理
由
ご
も
な
る
の
で
あ
る
。

例
今
ば
講
和
＾
町
議
の
結
果
東
面
魯
西
の
大
部
分
は
導
引
本

券
よ
り
孤
立
せ
る
領
土
ご
し
て
殖
存
し
た
る
が
如
き
は
、

濁
逸
ご
し
て
は
不
興
な
る
べ
き
も
、
予
を
以
て
見
れ
ば
聯

合
國
が
歴
史
を
無
窮
せ
ざ
り
し
結
果
ご
も
考
へ
ら
れ
る
の

で
あ
る
Q
即
ち
聯
合
國
が
始
め
封
猫
講
和
條
約
草
案
の
濁

逸
委
員
の
反
駁
に
劃
す
る
周
答
書
に
は
下
の
一
節
が
あ
る

　
『
遅
霜
魯
西
を
引
き
放
す
こ
ご
は
濁
市
之
を
承
認
せ
ざ

　
ら
ん
ご
す
る
も
、
束
普
魯
西
は
数
百
年
聞
孤
立
し
て
存

　
　
　
　
6
　
　
　
　
弟
　
㎜
　
號
　
　
、
　
　
一
二
山
ハ
　
（
一
二
山
ハ
）

　
在
し
、
元
ご
早
耳
領
に
非
す
し
て
殖
民
地
な
り
き
』

郎
ち
聯
合
國
は
殖
民
地
に
樹
す
る
歴
史
を
奪
重
し
て
、
濁

逸
領
土
の
一
部
ざ
し
「
て
残
存
せ
し
め
た
り
ご
見
ら
る
、
の

で
あ
る
Q
こ
の
主
義
は
亦
割
譲
せ
ら
る
べ
き
濁
逸
領
土
の

境
堺
確
定
事
業
に
於
て
も
亦
承
認
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し

て
、
特
に
西
堺
魯
西
の
外
境
の
如
き
は
明
に
こ
の
主
義
に

よ
り
て
確
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
部
ち
同
回
答
書

の
他
の
一
節
に
は
下
の
童
味
の
句
が
あ
る
を
以
て
も
知
る

こ
ご
が
出
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
『
ρ
謬
論
東
方
境
堺
に
遣
し
て
）
聯
合
國
は
も
し
正
義
の

　
原
則
に
蓮
ふ
こ
ざ
あ
ら
ば
本
問
題
を
再
考
す
る
を
呈
せ

　
す
ボ
メ
ラ
ニ
ャ
西
普
魯
酉
間
の
史
的
境
堺
は
之
を
曾
重

　
し
て
ポ
ビ
ラ
ン
ド
王
國
に
属
せ
ざ
り
し
馬
市
領
は
復
興

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
中
に
含
有
せ
し
め
す
』

　
右
の
如
く
領
土
問
題
に
つ
き
聯
合
國
が
歴
史
を
奪
重
し

た
る
事
は
風
な
る
事
得
な
る
が
、
併
し
共
の
歴
．
史
を
当
る

場
合
に
つ
い
て
、
各
地
方
を
池
じ
て
千
八
百
十
五
年
を
最



右
こ
し
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
少
も
境
界
劃
定
等
の
事
業

に
至
っ
て
は
覚
ハ
れ
以
前
の
古
き
歴
史
に
停
る
こ
ご
も
必
ず

あ
り
得
る
こ
ご
、
信
ず
る
、

　
　
　
　
開
昌

　
次
ぎ
に
第
三
の
自
由
交
池
主
義
な
る
も
の
は
、
漁
業
領

土
の
憂
更
に
伴
ひ
て
殊
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
、
盗
る
意

味
に
煮
て
こ
の
主
義
は
世
界
の
領
土
劃
定
上
に
於
て
新
紀

元
を
開
け
る
も
の
こ
い
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。

蓋
し
こ
の
蛋
義
も
、
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
の
宣
言
し
た
る
講
和

帯
説
に
胚
胎
す
る
こ
ご
勿
論
で
あ
る
が
、
其
條
件
が
實
際

條
約
の
締
結
を
な
す
に
當
り
て
、
新
ら
し
き
意
義
を
附
け

加
へ
ら
れ
た
る
や
に
考
へ
ら
る
、
Q
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
は
か
の

十
四
ヶ
條
中

　
第
一
條
　
掛
接
が
國
青
照
約
を
實
施
す
る
目
的
を
以
て

　
　
全
部
若
く
は
一
部
の
閉
塞
を
な
す
以
外
の
海
洋
に

　
　
て
は
航
海
は
絶
禮
自
由
た
る
べ
き
事

　
第
二
條
　
経
濟
上
一
切
の
．
障
壁
を
除
去
し
池
商
事
件
の

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
濁
逸
領
土
愛
動
の
意
義

　
　
雫
等
を
期
す
べ
き
こ
ご

　
第
十
四
條
　
グ
ル
グ
子
ル
ス
海
峡
を
開
放
．
し
て
鼠
害
の

　
　
自
由
航
行
及
通
商
を
許
す
事

ご
あ
り
。
何
れ
も
自
由
交
池
主
義
よ
り
出
で
た
る
も
の
で

あ
る
。
而
し
て
第
一
條
の
海
洋
の
自
由
は
、
共
後
英
國
の

反
心
に
遇
ひ
誹
和
條
約
中
に
は
葬
り
去
ら
れ
た
れ
ご
も
、

第
二
條
ご
第
十
四
條
ご
は
實
現
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
自
由
交
通
主
義
が
燭
逸
領
土
の
鍵
動
の
上
に
實
現
せ
ら

れ
た
る
も
の
こ
し
て
注
意
す
べ
き
は
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
自
由
市

の
新
建
凱
醸
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
・
ス
プ
ツ
チ
ー
ン
に
於
け
る
特

殊
自
由
地
帯
の
設
置
、
及
濁
逸
領
土
内
を
逸
る
、
エ
ル
ベ
。

オ
ー
デ
〃
・
二
五
メ
ン
を
魚
倉
的
河
川
ご
し
、
ラ
イ
ン
を

從
來
よ
も
も
一
暦
開
放
し
、
キ
ー
ル
蓮
河
を
も
亦
画
革
的

に
開
放
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
略
言
す
れ
ば
自
由
港
の
設
定

こ
國
際
河
川
の
開
放
二
項
で
あ
る
。
今
こ
の
二
項
に
就
て

少
し
く
述
べ
て
見
や
う
ご
思
ふ
O

　
濁
逸
北
部
の
商
港
の
中
に
は
、
中
世
の
ハ
ソ
ザ
同
盟
以

　
　
　
　
　
　
第
　
一
難
　
　
　
三
七
　
（
三
七
）



　
　
　
第
五
巻
　
研
究
　
蜀
逸
円
上
憂
動
の
意
義

來
自
由
市
ご
し
て
存
立
し
、
今
日
の
所
謂
自
由
港
の
制
度

を
布
け
る
も
の
勘
く
は
な
い
。
ハ
ン
プ
川
グ
、
プ
レ
メ
ン
・

リ
ユ
ー
ベ
ソ
ク
の
如
き
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
然
る
に

新
解
約
に
よ
れ
ば
、
グ
ン
チ
ツ
ヒ
は
割
譲
せ
ら
れ
す
し
て

残
存
し
、
其
の
代
り
に
自
由
市
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
自
由
市
は
即
ち
自
山
港
を
意
評
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

併
し
蕪
に
注
意
す
べ
き
は
、
か
く
し
て
新
建
せ
ら
れ
た
る

ダ
ン
チ
ツ
ヒ
の
自
由
市
師
ち
自
由
港
な
る
も
の
は
、
今
日

迄
存
す
る
他
の
自
由
市
若
く
は
自
由
港
ご
其
意
義
を
異
に

せ
る
こ
ご
で
あ
る
。
蓋
し
濁
逸
内
に
存
在
せ
し
自
由
市
郎

ち
自
由
港
は
、
自
由
港
市
（
一
ツ
一
・
O
一
困
μ
ρ
律
一
冒
ω
け
ρ
亀
け
）
自
由
港
部

（
犀
色
6
ず
戸
≦
○
膏
H
）
自
由
地
黒
（
犀
。
9
0
N
三
（
①
）
等
の
匪
別

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
或
は
其
港
全
部
を
開
税
的
外
國
ご
見

倣
し
、
商
品
の
楡
出
入
に
關
税
を
免
除
し
、
或
は
工
業
加

工
を
許
し
、
或
は
荷
造
り
の
墾
成
を
認
む
る
等
の
匠
別
あ

れ
ざ
も
、
要
す
・
る
に
自
由
港
設
定
の
趣
旨
は
、
其
港
自
身

の
繁
盛
を
期
す
る
事
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
通
常

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
三
八
　
（
三
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ン
タ
　
ラ
ン
ド

此
れ
が
営
め
に
こ
の
自
由
港
の
背
　
域
は
こ
れ
が
欝
め
寧

ろ
多
少
の
悪
影
響
を
蒙
り
漁
っ
た
の
で
あ
る
。
「
グ
ン
チ
．

ヅ
ヒ
」
は
戦
前
に
射
て
も
、
自
山
港
的
施
設
が
多
少
は
あ

っ
た
の
で
あ
る
が
、
新
設
の
自
由
市
な
る
も
の
は
、
寧
ろ

反
樹
の
事
由
に
基
く
も
の
と
い
ふ
も
過
言
で
は
あ
る
ま

い
。
部
ち
、
聯
合
國
が
グ
ン
チ
ッ
ヒ
を
自
由
市
ざ
し
た
の

は
、
其
市
民
た
る
濁
仁
人
の
た
め
に
謀
っ
た
の
で
は
な
く
、

其
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
に
有
る
ボ
ー
ラ
ン
ド
の
爲
め
に
、
海

洋
に
出
口
を
輿
へ
ん
ざ
す
る
、
自
由
交
池
主
義
の
賜
で
あ

る
。
從
っ
て
在
住
の
自
由
港
は
、
其
の
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
を

踏
め
た
の
で
あ
る
が
、
新
設
の
グ
ン
チ
ッ
ヒ
は
、
之
を
幸

ひ
す
る
こ
ざ
は
勿
論
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
グ
ン

チ
ッ
ヒ
の
自
由
市
な
る
も
の
は
、
自
由
港
の
性
質
に
一
新

方
面
を
開
い
た
も
の
こ
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
士
⊥
義
は
叉
ハ
ン
ブ
ル
グ
・
ス
テ
ッ
チ
ー
ン
に
も
慮

倒
せ
ら
れ
、
講
和
條
約
第
十
二
章
に
於
て
、
こ
の
二
港
に
は

虹
ハ
北
月
塞
ド
一
帯
田
る
チ
エ
ッ
ク
ス
ロ
ブ
ッ
ク
國
に
自
由
地
帯

‘
ヲ



籏
「
8
N
。
琴
）
を
貸
輿
す
べ
き
こ
ご
を
規
定
し
て
み
る
。
こ

れ
は
後
に
云
ふ
心
際
河
川
を
通
じ
て
、
チ
ェ
ッ
ク
ス
ロ
ヴ

ッ
ク
に
海
洋
に
達
す
る
出
口
を
與
へ
ん
こ
す
る
爲
め
な
る

こ
ご
は
勿
論
で
あ
る
。
省
ほ
東
境
の
メ
ー
メ
ル
地
方
を
猫

逸
よ
り
奪
取
し
て
、
一
時
聯
合
國
の
支
配
下
に
置
か
し
め

た
の
は
、
恐
ら
く
は
同
一
理
由
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
、

メ
ー
メ
ル
地
方
は
其
歴
史
的
上
瓦
よ
り
云
へ
ば
、
最
も
古

き
南
面
の
領
地
な
れ
こ
も
、
こ
、
に
は
メ
ー
メ
ル
港
め
り

猫
逸
三
聖
の
良
港
た
る
の
み
な
ら
す
，
二
二
メ
ソ
川
に
よ

り
て
露
西
亜
の
内
地
に
”
録
す
る
の
故
を
以
て
、
將
…
來
建
設

確
定
せ
ら
る
べ
さ
、
・
リ
ス
ァ
ニ
ァ
國
の
た
め
に
、
海
洋
へ
の

出
ロ
を
與
へ
ん
こ
し
て
、
之
・
を
皮
下
よ
り
糞
ひ
し
も
の
ε

考
へ
ら
る
、
の
で
あ
る
D

　
此
の
自
由
港
若
く
は
港
溝
に
よ
る
他
民
族
へ
の
自
由
交

池
主
義
な
る
も
の
は
、
國
際
河
川
の
設
定
に
よ
り
て
始
め

て
其
運
用
を
な
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
條
約
に
於
て
國
際

河
川
ご
し
て
新
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
は
、
エ
ル
ベ
・
オ
ー

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
蜀
逸
領
土
憂
動
の
意
義

デ
ル
・
二
ー
メ
ン
の
三
つ
で
あ
る
が
・
エ
ル
ベ
は
チ
エ
ッ
ヒ

ス
ロ
ヴ
ッ
ク
の
嬬
め
オ
ー
デ
ル
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
た
め
、

ニ
風
帆
ソ
は
リ
ス
ァ
ニ
ァ
の
た
め
に
開
か
れ
だ
の
に
外
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
條
約
書
第
十
二
章
に
於
て

エ
ル
ベ
は
モ
ル
グ
ウ
合
流
窯
及
モ
ル
ダ
ウ
は
プ
ラ
ー
グ
以

下
の
下
流
を
國
際
河
川
ざ
し
、
オ
甥
デ
川
は
オ
ッ
バ
合
流

貼
以
下
二
二
メ
ン
は
グ
・
ー
ド
ノ
以
下
を
國
際
河
川
こ
せ

る
こ
ご
、
帥
ち
其
起
立
が
何
れ
も
猫
逸
以
外
の
他
の
國
家

に
属
す
る
事
を
以
て
、
曇
る
こ
ご
が
出
惜
る
の
で
あ
る
。
如

斯
く
に
し
て
自
由
港
の
新
船
義
井
に
面
諭
河
川
な
る
も
の

は
、
領
土
若
く
は
境
界
設
定
の
一
標
準
こ
な
っ
た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
主
義
よ
h
云
へ
ば
、
か
の
世
に
喧
し
き
フ
ユ

メ
問
．
題
の
如
き
は
、
も
し
封
猫
條
約
ご
同
主
義
に
よ
れ
ば

當
然
こ
れ
を
濁
立
の
一
自
由
市
た
ら
し
む
べ
き
も
の
で
あ

る
ご
信
ず
る
の
で
あ
る
。
市
は
こ
の
意
昧
に
於
て
、
ウ
ヰ

ル
ソ
ン
の
主
一
張
を
、
諒
ご
せ
ざ
る
の
を
得
な
い
の
で
あ

る
。

第
　
　
號

三
九
　
（
三
九
）



嚇

　
　
　
第
妻
砺
究
選
領
奏
動
の
馨

　
領
土
痢
譲
に
際
し
て
賠
償
が
興
理
由
こ
な
る
こ
ざ
は
勿

論
倉
皇
で
あ
っ
て
、
過
去
の
事
例
に
徴
る
こ
ご
甚
だ
多
き

も
の
で
あ
る
が
、
新
駅
約
に
於
け
る
賠
償
民
謡
な
る
も
の

は
、
や
、
特
殊
の
意
義
を
有
し
て
み
る
ご
云
っ
て
も
差
支

な
い
。
帥
ち
從
來
は
一
般
の
損
害
賠
償
の
爲
め
に
償
金
を

出
し
、
土
地
を
割
く
事
を
以
て
普
池
こ
し
た
の
で
あ
る
が

新
條
約
に
於
て
は
、
損
害
せ
ら
れ
た
る
物
其
物
の
混
め
に

同
一
物
を
有
す
る
地
方
を
罰
譲
す
る
ご
云
ふ
事
に
於
て
、

特
殊
の
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
忍
言
す
れ
ば
、
ザ
ー

ル
河
流
域
の
割
譲
な
る
も
の
は
、
濁
逸
が
佛
蘭
西
北
郡
の

．
炭
坑
を
破
壊
し
た
る
が
爲
め
に
、
其
賠
償
ご
し
て
ザ
ー

ル
の
炭
坑
を
提
供
す
る
事
に
件
ふ
土
地
の
割
譲
で
あ
る
。

こ
の
事
は
條
約
第
三
か
年
ー
ル
流
域
割
譲
の
條
項
の
冒
頭

に
『
猫
逸
は
銀
蘭
西
、
西
北
部
の
炭
坑
を
破
壊
せ
る
賠
償

こ
し
て
云
々
』
ざ
明
記
し
て
わ
る
の
で
あ
る
．
、
蓋
し
濁
逸

が
佛
蘭
零
雨
斜
面
義
の
鑛
業
地
域
を
破
壊
し
た
事
は
、
戦

　
　
　
　
　
　
　
第
一
残
　
　
　
四
〇
　
（
四
〇
）

役
中
に
於
け
る
顯
著
な
る
濁
逸
罪
悪
の
一
で
あ
っ
て
、
當

時
雨
蘭
西
は
之
に
画
し
て
非
常
の
憤
惣
を
戚
じ
、
地
質
學

者
ロ
ー
子
一
の
如
き
は
，
こ
の
炭
坑
破
壊
の
代
償
ε
し
て

濁
逸
の
ラ
．
4
ソ
地
方
を
占
領
し
、
講
和
條
約
に
當
っ
て
は

ラ
イ
ン
束
岸
十
三
を
面
こ
し
て
濁
逸
よ
り
割
談
せ
し
む
べ

き
事
を
論
じ
て
后
つ
た
程
で
あ
る
が
故
に
、
ザ
ー
ル
流
域

の
み
の
割
譲
を
以
て
痴
り
し
事
は
、
濁
逸
ご
し
て
は
寧
ろ

亡
命
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
但
し
聯
合
國
が
ラ
，
η
ソ
ラ
ソ
ド
を
割
譲
せ
・
し
め
ざ
る

事
の
中
に
は
、
別
に
課
し
た
る
賠
償
金
の
仕
彿
上
、
之
を

面
識
の
屈
め
に
保
留
せ
し
む
る
事
を
以
て
、
利
盆
な
り
ビ

離
4
5
へ
た
る
事
も
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
聯
合
國
側

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
ン
地
方
の
ル
ユ
ー
ル
炭
田
の
み

を
以
て
し
て
も
，
共
の
稼
行
に
よ
り
償
金
の
金
額
を
仕
佛

ひ
得
る
も
の
ざ
す
ら
、
計
算
せ
ら
れ
甦
る
事
も
あ
る
位
で

あ
る
。
省
賠
償
主
義
な
る
も
の
は
、
ア
ル
テ
ス
ロ
ー
レ
ン
の

割
譲
に
於
て
も
、
亦
高
唱
せ
ら
れ
た
る
所
で
あ
っ
て
、
講
和



條
約
第
三
章
第
五
節
ア
ル
サ
ス
ロ
ー
レ
ン
の
條
に
は

　
『
聯
合
國
は
筆
入
百
七
十
一
年
猫
逸
が
佛
國
の
椹
利
に

　
反
し
て
爲
し
た
る
非
行
及
ボ
ル
ド
ウ
轡
型
に
於
て
代
議

　
士
が
な
し
た
る
王
難
な
る
抗
議
に
拘
は
ら
す
、
國
家
よ

　
り
ア
ル
テ
ス
ロ
ー
レ
ン
の
人
民
を
分
離
し
以
て
共
希
望

　
に
反
し
て
爲
し
た
る
非
行
を
補
償
す
べ
き
帝
徳
上
の
責

　
任
を
承
認
し
云
々
』

ご
あ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
此
意
昧
よ
り
見
れ
ば
ア
ル
ナ
ス

・
ー
レ
ソ
も
、
一
は
賠
償
主
義
の
下
に
割
譲
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
帥
ち
賠
償
主
義
に
よ
る
燭
逸
領
土
の
割
護
は

一
は
破
壊
し
た
る
物
其
物
の
賠
償
を
鍍
ね
、
　
一
は
古
き
過

去
に
於
て
齢
し
た
る
非
行
の
た
め
に
土
地
を
割
か
し
む
る

こ
い
ふ
事
の
上
に
其
の
意
味
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
講
和
契
約
を
審
議
す
る
に
黙
り
て
最
も

心
血
を
涯
ぎ
た
る
も
の
は
云
ふ
迄
も
な
く
國
際
聯
盟
で
あ

る
。
而
し
て
か
く
し
て
な
り
し
國
際
聯
盟
な
る
も
の
は
、

　
　
　
第
五
巻
　
研
究
　
猫
逸
弾
土
愛
動
の
意
論

李
和
同
復
以
後
に
於
け
る
世
界
永
遠
の
李
和
を
確
保
せ
ん

ご
す
る
大
理
想
よ
ら
出
で
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
其
効
果

は
寧
ろ
誓
約
締
結
以
後
に
捨
て
起
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る

が
、
然
し
出
來
得
れ
ば
こ
の
聯
盟
主
義
を
現
條
約
に
於
て

も
實
現
せ
し
め
や
う
ご
し
た
事
は
、
自
然
の
露
趣
で
あ
ら

う
。
恰
も
良
し
猫
領
殖
民
地
の
庭
分
に
當
っ
て
は
、
こ
の

聯
盟
主
義
を
以
て
之
に
泄
む
事
が
至
要
に
し
て
、
且
つ
都

合
よ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
。
即
ち
吉
際
聯
盟
の
中

に
説
か
れ
た
る
委
任
統
治
（
自
磐
号
8
ω
）
、
ω
餐
斜
な
る
も
の

は
、
此
の
殖
民
地
問
題
を
解
決
す
る
最
良
の
方
法
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
當
時
猫
逸
殖
民
地
は
参
戦
せ
る
諸
強
國
に

よ
り
て
既
に
全
く
征
服
せ
ら
れ
だ
る
が
故
に
、
一
方
に
は

此
等
強
國
の
欲
・
望
を
満
足
せ
し
め
、
他
方
に
は
殖
民
地
嚢

取
の
正
當
な
る
理
由
を
見
出
す
爲
め
に
は
、
委
任
統
治
は

最
も
適
當
な
る
形
式
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
委
任
統
治
な

る
も
の
は
、
講
和
露
場
第
二
十
二
條
に
明
記
し
て
あ
る
通

り
、
店
立
し
得
ざ
る
人
民
に
よ
り
て
住
居
せ
ら
る
、
地
方

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
四
皿
（
四
一
）



　
　
　
第
五
巻
　
研
究
　
蜀
逸
領
土
聾
動
の
意
義

に
卑
し
て
、
先
進
國
は
世
堺
人
類
に
封
ず
る
道
徳
的
責
務

に
よ
り
、
之
を
敷
導
す
る
任
務
を
な
さ
ん
が
爲
め
設
け
ら

る
、
も
の
で
あ
る
Q
然
る
に
和
習
の
殖
民
地
な
る
も
の
は

山
東
寒
雷
を
除
い
て
は
、
亜
米
利
加
殖
民
地
ご
い
ひ
、
或
．

は
太
不
馴
諸
島
ご
い
ひ
、
何
れ
も
國
際
聯
盟
の
所
謂
『
近

代
の
切
迫
せ
る
、
歌
態
の
下
に
未
だ
猫
舌
し
得
ざ
る
人
民

に
よ
り
居
住
さ
る
、
地
方
』
で
あ
る
。
故
に
手
際
聯
盟
に

よ
る
委
任
統
治
の
士
⊥
義
を
以
て
す
れ
ば
、
　
一
律
に
而
か
も

容
易
に
猫
逸
の
諸
殖
民
地
を
所
淫
し
得
た
の
で
あ
る
か
ら

此
の
主
義
を
選
ん
だ
事
は
、
講
和
市
議
ご
し
て
最
も
賢
明

な
る
仕
方
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
唯
だ
膠
州
の
威

分
は
暫
し
も
著
れ
ご
同
一
律
に
よ
り
て
庭
分
し
能
は
ざ
る

事
情
で
あ
る
か
ら
、
他
の
殖
民
地
は
委
任
統
治
に
よ
り
て

之
を
選
分
し
た
の
に
解
し
て
、
形
式
上
之
を
た
w
日
本
に

譲
興
し
た
こ
い
．
ふ
形
こ
な
っ
た
。
然
か
し
も
し
吾
人
に
膠

州
割
護
の
理
由
を
求
む
れ
ば
、
寧
ろ
束
洋
に
於
て
な
し
た

る
濁
逸
の
蕎
罪
悪
、
井
に
世
堺
に
封
ず
る
新
罪
悪
に
餐
す

　
　
　
　
　
　
　
魏
一
號
　
　
　
四
二
　
（
四
二
）

る
賠
償
に
よ
る
書
論
ご
見
倣
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ア
ル
サ
ス
ロ
ー
レ
ン
還
附
に
つ
い
て
濁
逸
の
奮
罪
悪
を
理

由
ご
明
記
し
た
る
に
封
し
て
、
・
我
ば
講
和
條
約
山
束
の
條

項
に
は
、
燭
逸
を
し
て
賠
償
せ
し
め
し
理
由
を
記
入
せ
し

め
た
か
り
し
も
の
で
あ
る
。
輩
に
『
日
本
の
利
盆
の
爲
め
』

こ
の
み
あ
る
事
は
少
し
く
物
足
り
ぬ
心
地
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。

　
如
斯
く
に
し
て
分
割
せ
ら
れ
た
る
委
任
続
治
の
濁
逸
領

は
今
後
如
何
な
る
政
治
的
肚
會
的
形
式
に
移
り
行
く
か
は

典
・
昧
あ
る
問
題
で
あ
る
。
委
任
統
治
の
鼠
ハ
精
紬
脚
よ
り
云
へ

ば
、
其
の
委
任
せ
ら
れ
た
る
統
治
國
は
、
私
心
を
去
）
唯

だ
其
の
地
方
の
実
母
誘
導
を
以
て
念
ビ
す
べ
き
で
は
あ
る

が
、
果
し
て
如
意
き
事
或
は
寧
ろ
理
想
は
盛
手
さ
る
、
や

否
や
逆
な
き
能
は
す
で
あ
る
G
統
治
地
方
中
の
あ
る
も
の

は
、
恐
ら
く
は
事
跳
上
の
領
土
と
な
る
べ
き
傾
向
ル
有
す

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
現
に
最
大
委
任
國
で
あ
る
所
の

英
國
の
首
相
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ー
ジ
は
講
和
豊
強
締
結
當
時
議



．

會
に
於
て
演
説
し
て
曰
く
、

　
　
委
任
統
治
國
は
特
殊
の
關
係
境
域
に
從
ひ
そ
れ
ぞ
れ

　
　
異
な
る
乳
、
の
こ
す
、
假
倉
ば
ケ
ー
プ
コ
ロ
ニ
ー
に
連

　
　
れ
る
西
南
阿
非
利
加
は
、
地
理
学
上
其
一
部
分
．
ご
し

　
　
て
認
め
ら
れ
居
る
が
故
に
、
行
政
管
理
の
中
心
地
よ

　
　
り
二
千
哩
若
く
は
三
千
哩
を
隔
て
た
る
殖
民
地
ご
同

　
　
標
な
る
方
法
に
よ
り
て
之
を
庭
理
す
る
こ
ご
は
到
底

　
　
不
可
能
な
る
べ
し
。
西
阿
非
利
加
は
南
阿
聯
邦
を
組

　
　
織
す
る
上
に
於
て
主
要
部
分
を
構
成
す
る
や
勿
論
な

　
　
り
。
同
地
は
南
阿
人
に
よ
一
－
・
て
開
慣
せ
ら
る
、
よ
b

　
　
外
な
か
ら
ん
b
之
れ
に
異
れ
る
關
税
障
壁
を
設
け
、

　
　
異
な
れ
る
行
政
組
織
を
行
ふ
が
如
き
事
は
之
を
爲
す

　
　
こ
ご
能
は
ざ
ら
ん
。

　
之
に
由
て
之
を
観
れ
ば
、
英
國
は
誓
猫
領
西
南
西
不
利

加
殖
民
地
を
委
任
統
治
す
る
に
は
莫
隣
邦
の
英
領
ケ
ー
プ

コ
ロ
ニ
ー
ご
類
似
せ
る
統
治
方
法
に
よ
る
ご
見
慰
し
て
差

支
な
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
話
す
れ
ば
純
輝
の
英
・
領
ご

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
蜀
逸
領
土
愛
動
の
意
義

委
任
統
治
領
こ
の
間
に
劃
然
た
る
上
弓
を
設
定
す
る
こ
ご

は
不
可
能
に
し
て
．
結
局
英
領
た
る
の
實
を
備
ふ
を
に
至

る
ε
考
ふ
る
を
妥
馬
田
こ
す
べ
き
で
は
な
い
か
ゆ
旦
幽
は
南
洋

諸
島
和
委
任
統
治
す
る
黒
煙
の
上
よ
り
見
て
も
、
見
逃
が

し
能
は
ざ
る
事
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
山
ハ

　
猫
逸
領
土
の
漫
働
の
理
由
若
く
は
主
義
ご
な
り
し
も
の

は
、
以
上
に
よ
り
て
略
ぽ
解
騨
し
得
る
ご
信
ず
る
が
、
更

に
こ
の
五
主
義
を
通
覧
し
て
み
る
ご
、
樹
早
書
約
に
於
け

る
領
土
の
設
定
に
は
、
民
族
的
分
子
が
非
常
に
重
き
を
な

し
て
居
る
の
で
あ
る
Q
民
族
主
義
こ
い
ひ
、
歴
史
奪
重
主

義
ご
い
ひ
、
委
任
統
治
主
義
ご
い
ひ
、
悉
く
民
族
を
本
位

こ
し
て
考
へ
ら
れ
た
る
も
の
ε
見
倣
す
こ
ご
が
警
衛
る
。

併
し
こ
、
に
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
問
題
は
、
か
く
し
て
出

來
し
濁
逸
領
土
な
る
も
の
或
は
一
般
に
共
結
果
論
は
れ
た

る
諸
民
族
の
領
土
な
る
も
の
は
、
或
は
民
族
の
統
一
に
重

き
を
置
き
、
或
は
民
族
の
分
布
に
重
き
を
置
き
、
民
族
の

　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
　
四
三
　
（
四
三
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
蜀
蓮
価
土
愛
動
の
惹
穐

國
土
の
地
理
的
雷
魚
を
度
外
し
π
事
で
あ
る
。
蓋
し
領
土

を
獲
更
し
、
黒
く
は
新
邦
國
を
作
く
る
場
合
に
は
、
必
ず

之
に
件
っ
て
國
境
の
問
題
を
生
す
る
、
而
し
て
古
床
の
事

例
に
徴
す
る
に
、
こ
の
領
土
の
養
更
即
境
界
の
獲
更
な
る

も
の
は
、
主
こ
し
て
其
境
堺
の
地
理
的
關
係
を
顯
増
し
て

定
め
ら
れ
た
る
も
の
で
め
る
。
然
る
に
新
農
書
は
あ
ま
り

に
民
族
に
重
き
を
置
く
の
弊
こ
し
て
、
境
界
の
地
理
的
關
．

係
を
無
覗
し
た
無
援
が
歴
然
と
し
て
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
は
果
し
て
該
當
民
族
、
も
し
く
は
該
當
國
家
の

獲
達
或
は
相
互
間
の
關
係
を
詳
言
な
ら
し
む
る
に
曾
て
適

當
な
る
所
置
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
、
予
は
遺
憾
な
が
ら

之
を
否
定
せ
ん
こ
す
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
頒
土
の
境
域
な

る
も
の
は
、
民
族
を
主
ε
せ
す
し
て
地
理
的
關
係
を
主
ざ

す
べ
き
事
は
、
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
原
期
で
あ
る
。
サ
ー
．

ト
ー
マ
ス
・
ホ
ル
デ
ソ
ク
は
最
近
『
政
治
的
境
域
及
境
界
設

定
』
（
℃
。
臣
。
巴
ぎ
，
9
三
2
．
磐
〔
已
9
告
白
，
）
・
旨
．
孟
お
．
）
ご
題
す

る
書
を
著
は
し
、
共
第
十
七
章
に
於
て
論
じ
て
曰
く
、
『
科

　
　
　
　
　
　
　
第
「
號
　

四
四
（
四
四
）

學
的
境
域
に
は
二
つ
同
重
要
な
る
條
件
あ
り
、
第
一
に
之

が
國
土
の
墾
障
ご
な
る
べ
き
事
、
第
二
に
嬉
野
障
の
位
置

た
る
膨
雀
民
族
の
意
志
を
考
慮
す
べ
き
事
こ
れ
な
り
』
ご
、

又
曰
く
『
境
域
設
定
に
關
し
政
治
的
・
統
制
の
基
調
こ
し
て

第
一
に
位
す
る
も
の
は
自
然
地
理
學
に
し
て
、
民
族
の
分

布
は
第
二
に
考
慮
す
べ
き
も
の
な
り
』
ご
、
而
し
て
、
其
境
．

面
こ
し
て
墾
障
的
任
務
を
最
も
良
く
顯
は
す
も
の
は
高
地

（
≧
早
戸
乙
。
）
に
し
て
、
山
岳
は
無
能
も
有
効
な
る
．
障
壁
な
り

こ
し
、
河
川
之
に
次
ぐ
ご
云
っ
て
居
る
Q
今
其
事
由
を
考
ふ

る
に
、
民
族
の
不
拘
丼
に
李
和
の
保
持
は
、
其
民
族
の
生

活
が
、
安
全
な
る
墾
障
の
中
に
あ
り
て
、
始
め
て
愉
し
得

る
も
の
で
あ
る
Q
も
し
こ
の
墾
障
を
無
覗
し
て
、
國
境
を

定
む
る
時
は
、
假
A
二
時
條
約
に
よ
り
て
民
族
の
李
和
を

保
ち
て
も
、
忽
ち
其
境
界
を
越
え
て
更
ら
に
民
族
の
混
臨

を
來
た
し
、
之
に
よ
り
或
は
民
族
的
の
孚
團
を
生
じ
、
共

の
國
境
を
正
確
に
維
持
す
る
こ
ご
至
難
な
事
で
あ
る
。
殊

に
民
族
主
義
に
よ
る
時
は
、
國
境
に
必
ず
人
工
的
の
臭
覚



を
設
け
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
、
之
は
其
建
設
井
に
維
持
に

．
於
て
非
常
な
る
困
難
を
俘
ひ
、
而
か
も
其
領
値
少
き
こ
ご

は
既
に
周
知
の
轟
實
で
あ
る
○
今
や
新
築
約
に
よ
り
成
り

し
各
民
族
の
國
家
の
境
域
は
、
多
く
は
こ
の
入
工
的
底
幅

を
有
せ
ん
ご
し
て
居
る
。
ボ
ー
ラ
ン
ド
の
平
ぎ
は
殆
ん
ご

其
の
全
國
境
は
こ
の
人
工
的
境
堺
線
を
設
定
せ
ざ
る
ぺ
か

ら
ざ
る
に
、
園
長
さ
恐
ら
く
は
殆
ん
ざ
千
五
百
哩
に
達
せ

ん
と
し
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
廣
大
な
る
無
人
障
の

國
．
境
は
果
し
て
永
久
に
維
持
せ
ら
る
、
も
の
で
め
ら
う

か
。
た
ご
へ
國
際
聯
盟
あ
っ
て
民
族
間
の
孚
剛
を
或
程
度

迄
は
防
ぎ
得
べ
し
ご
し
て
も
、
こ
の
境
堺
を
越
え
て
出
入

す
．
る
民
族
の
流
れ
を
阻
止
す
る
こ
ご
は
到
底
不
可
能
で
あ

る
。
さ
れ
ば
再
び
新
ら
し
き
民
族
問
題
が
起
っ
て
、
領
土

の
夢
更
を
見
る
べ
き
事
は
火
を
賭
る
よ
り
も
明
か
で
あ

る
○

　
薙
に
於
て
吾
人
は
劃
燭
子
等
及
他
の
新
誓
約
が
除
り
に

民
族
の
統
一
に
重
き
を
置
き
、
地
理
的
關
係
を
無
覗
せ
し

事
は
、
却
・
つ
て
將
來
に
於
け
る
民
族
的
雫
團
の
種
子
を
蒔

き
し
も
の
ご
信
せ
ざ
る
和
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
木
稿
か
草
す
ろ
に
當
り
使
用
ゼ
し
封
猫
講
利
條
約
書
口
我
政
府
よ
り
未
だ

　
獲
布
占
1
4
告
に
よ
り
尊
ら
紐
育
穿
イ
ム
ス
肚
渡
行
ρ
嚢
。
昌
H
出
切
3
「
統
入
刀

　
號
所
載
の
正
妻
に
披
ろ
。

白
馬
寺
の
浩
革
に
關
す
・
ろ
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
悶

　
後
淡
の
明
帝
が
金
人
を
夢
み
、
傅
毅
の
奏
上
に
悪
き
て

佛
徳
の
偉
大
な
る
に
薫
じ
、
師
ち
察
無
限
十
除
霜
を
迎
佛

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
白
馬
寺
の
濃
革
に
關
す
る
疑
問

，
文
學
士
那
波
利
貞

使
節
こ
し
て
西
域
地
方
に
派
遣
し
、
幸
に
大
月
氏
國
に
て

佛
像
理
経
丼
に
西
域
の
沙
門
な
る
撮
摩
騰
、
竺
法
蘭
の
二

人
を
得
て
、
洛
陽
の
西
郊
に
自
説
寺
を
創
立
せ
し
話
は
、

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
五
　
（
四
五
）


